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京
都
・
和
束
天
満
宮
蔵
「
北
野
天
神
縁
起
絵
」
小
考

　
　
―
掛
幅
本
独
自
の
場
面
構
想
と
丁
類
（
安
楽
寺
本
系
）
詞
書
―

知
　
念
　
　
　
理

今
年
度
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
社
寺
縁
起
」（
本
誌
56
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
お

い
て
、
京
都
・
和
束
天
満
宮
所
蔵
「
北
野
天
神
縁
起
絵
」（
以
下
、「
和
束
本
」

と
よ
ぶ
）
を
全
四
幅
揃
い
で
展
示
公
開
し
た
。
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
特
別
展

「〝
絵
解
き
〟
っ
て
な
ぁ
に
？　

語
り
継
が
れ
る
仏
教
絵
画
」
（
二
〇
一
二
年
）

以
来
、
九
年
振
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
企
画
準
備
を
進
め
る
中
で
、
掛
幅
本
独

自
の
場
面
構
想
、
お
よ
び
丁
類
（
安
楽
寺
本
系
）
詞
書
と
の
関
係
性
に
注
意
が

引
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
和
束
本
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
若
干
の
考
察
を
ノ
ー

ト
し
て
お
き
た
い
。

一
「
和
束
本
」
は
、
掛
幅
形
式
の
天
神
縁
起
絵
で
は
現
存
最
古
の
作
例
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
濃
麗
な
彩
色
と
的
確
な
線
描
に
は
や
や
も
っ
た
り
と
し
た
地

方
色
も
み
え
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代
の
や
ま
と
絵
様
式
を
受
け
継
ぐ
古
様
が
保
た

れ
、
制
作
は
南
北
朝
～
室
町
時
代
初
期
（
十
四
世
紀
）
に
さ
か
の
ぼ
る
と
目
さ

れ
る
。
同
宮
に
は
詞
書
だ
け
の
縁
起
（
上
・
下
二
巻
）
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
も
と
に
絵
解
き
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
作
例
で
あ
る
。

そ
の
第
四
幅
の
下
方
に
は
、
小
高
い
丘
の
上
に
建
つ
同
宮
の
社
景
が
配
さ
れ

る
【
口
絵
１
】・【
図
５
】。
本
作
は
「
和
束
天
神
縁
起
」
の
名
称
で
も
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
ご
当
地
縁
起
」
の
早
い
時
期
の
作
例
と
し
て
も
注
目

さ
れ
る
。
馬
道
の
つ
い
た
割
拝
殿
、
流
造
の
本
殿
、
そ
の
両
側
に
春
日
造
の
社

殿
を
配
し
た
社
景
は
実
際
の
景
観
に
も
と
づ
く
描
写
で
あ
る
。
上
述
の
詞
書
は
、

そ
れ
ま
で
伝
わ
っ
た
縁
起
の
文
字
が
読
み
づ
ら
く
な
っ
た
た
め
新
た
に
書
写
さ

れ
た
も
の
（
奥
書
＝
寛
文
十
二
年
／
一
六
七
二
）
で
、
下
巻
の
最
後
に
和
束
天

神
の
略
縁
起
が
挿
入
さ
れ
る
【
図
１
】。

和
束
郷
、
天
神
宮
は
建
長
の
は
じ
め
／
後
深
草
院
み
こ
と
の
り
を
下
し

給
ひ
、
米
山
之
某
／
新
た
に
北
野
よ
り
う
つ
し
奉
る
処
也
。
其
後
代
々

を
へ
て
／
後
小
松
院
御
宇
、
応
永
の
末
つ
方 

神
主
義
俊
／
か
さ
ね
て

宣
旨
を
か
ぶ
り
修
造
せ
し
む
。
朝
夕
の
清
め
／
お
こ
た
る
こ
と
な
し
。

お
よ
そ
此
御
神
に
あ
ゆ
み
を
は
こ
ぶ
／
と
も
が
ら
は
、
今
生
に
て
は
智

福
繁
盛
し
、
来
世
／
に
て
は
安
楽
国
に
生
る
べ
き
も
の
な
ら
ん
。

�

（
清
濁
、
句
読
点
を
加
え
、
一
部
表
記
を
改
め
た
）

和
束
天
神
の
勧
請
は
社
伝
に
よ
れ
ば
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
と
さ
れ
、
現

本
殿
は
棟
木
墨
書
か
ら
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
の
建
立
と
知
れ
る
。「
和
束

本
」
四
幅
の
制
作
は
、
絵
の
様
式
か
ら
も
右
の
貞
和
再
建
に
関
わ
ら
せ
て
考
え
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る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
、
少
な
く
と
も
略
縁
起
が
語
る
、
義
俊
に
よ
る

再
興
が
あ
っ
た
応
永
（
一
三
九
四
～
一
四
二
八
）
の
末
頃
ま
で
に
は
同
寺
に
伝

来
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

「
和
束
本
」
の
各
幅
画
面
は
、
淡
い
色
調
の
霞
を
薄
く
引
い
て
三
～
四
段
に

階
層
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
に
示
し
た
よ
う
な
場
面
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。

お
よ
そ
第
一
～
二
幅
に
道
真
の
生
涯
、
第
三
幅
に
道
真
没
後
の
た
た
り
、
第
四

幅
に
北
野
社
造
営
と
そ
の
利
生
譚
、
な
ら
び
に
和
束
天
神
宮
由
来
が
描
か
れ
る（

（
（

。

第
一
幅
【
図
２
】

１�

「
道
真
化
現
」	

２
「
幼
少
詩
作
」	

３
「
序
文
執
筆
」	

４
「
弓
射
妙
技
」

５�

「
五
十
賀
祝
」	

６
「
菅
公
参
内
」	
７
「
行
幸
密
議
」	

８
「
法
皇
佇
立
」

９
「
紅
梅
別
離
」

第
二
幅
【
図
３
】

１�

「
羅
城
門
鬼
」	

２
「
配
流
陸
路
」	

３
「
配
流
海
路
」	

４
「
恩
賜
御
衣
」

５�

「
長
谷
雄
嘆
」	

６
「
祈
天
拝
山
」	

７
《
雲
上
天
神
》	
８
「
安
楽
寺
葬
」

第
三
幅
【
図
４
】

１�

「
神
霊
化
来
」	

２
「
雷
神
襲
来
」	

３
「
尊
意
渡
河
」	

４
「
時
平
病
臥
」

５
「
公
忠
奏
上
」	

６
《
冥
宮
直
訴
》	

７
「
落
雷
災
禍
」	

８
「
落
飾
崩
御
」

９
「
日
蔵
巡
歴
」	

10
「
日
蔵
奏
上
」

第
四
幅
【
図
５
】

１�

「
綾
子
託
宣
」	

２
「
比
良
託
宣
」	

３
「
社
殿
作
事
」	

４
「
虫
喰
和
歌
」

５�

「
官
位
追
贈
」	

６
《
託
宣
詩
書
》	

７
「
盗
衣
神
罰
」	

８
「
仁
俊
祈
祷
」

９�

「
不
敬
神
罰
」	

10
「
西
念
参
籠
」	

11
「
病
母
死
去
」	

12
「
姉
妹
虐
待
」

13
「
姉
妹
参
籠
」	

14
「
和
束
天
神
」

�

《　

》
内
は
本
稿
で
の
便
宜
的
仮
称

第
二
幅
を
除
い
て
、
お
お
む
ね
画
面
の
右
か
ら
左
へ
、
返
し
て
右
下
へ
、
ま

た
左
へ
と
、
蛇
行
を
繰
り
返
す
よ
う
に
下
降
し
つ
つ
諸
段
を
展
開
す
る
。
各
場

面
に
人
物
名
、
ま
た
は
場
面
内
容
を
短
く
墨
書
し
た
大
き
め
の
短
冊
形
が
配
さ

れ
る
。
白
色
地
の
補
彩
、
墨
書
の
補
筆
に
よ
り
残
存
良
好
な
短
冊
形
と
、
剥
落

が
進
み
よ
く
判
読
で
き
な
い
短
冊
形
が
み
ら
れ
、
す
べ
て
が
同
じ
位
置
に
制
作

当
初
か
ら
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

「
和
束
本
」
の
各
場
面
は
一
見
し
て
、
弘
安
本
系
作
例
と
の
関
係
性
は
希
薄

で
あ
る
。
津
田
本
系
の
先
行
作
例
が
基
調
に
な
っ
て
い
る
場
面
が
全
体
の
四
分

の
一
ほ
ど
を
占
め
て
優
勢
で
あ
る
が
、
単
純
な
転
写
関
係
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た

ら
な
い
。
絵
解
き
さ
れ
る
際
の
一
定
の
距
離
感
を
前
提
に
し
た
図
様
細
部
の
省

略
も
確
認
で
き
、
全
体
と
し
て
は
掛
幅
装
へ
の
転
換
に
と
も
な
う
新
た
な
作
画

構
想
が
生
ん
だ
一
異
本
と
い
う
べ
き
変
容
を
み
せ
て
い
る
。

二
「
和
束
本
」
の
場
面
描
写
の
特
異
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
次
の
よ

う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
紅
梅
別
離
」（
第
一
幅
の
９
）
で
、
梅
樹
、
桜

樹
の
傍
ら
に
坐
す
そ
れ
ぞ
れ
の
道
真
が
並
び
描
か
れ
る
こ
と
【
図
６
】、
お
よ

び
「
祈
天
拝
山
」（
第
二
幅
の
６
）
で
、
観
世
音
寺
と
も
思
わ
れ
る
寺
院
が
描

き
加
え
ら
れ
る
こ
と（

（
（

、
ま
た
、
縁
起
文
の
構
成
か
ら
は
「
配
流
陸
路
」（
第
二

幅
の
２
）、「
配
流
海
路
」（
第
二
幅
の
３
）
の
順
で
連
続
す
る
場
面
が
逆
転
し

て
画
面
の
上
下
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
詞
書
の
位
置
か
ら
は
第
一

幅
に
配
置
さ
れ
る
の
が
順
当
と
み
ら
れ
る
「
羅
城
門
鬼
」
が
第
二
幅
中
段
に
描

か
れ
て
い
る
こ
と（

（
（

（
以
上
【
図
３
】）、
が
あ
げ
ら
れ
る
。

と
く
に
第
二
幅
で
は
、
場
面
配
置
を
自
由
に
再
構
成
し
て
い
る
点
が
大
き
な

問
題
で
、
３
「
配
流
海
路
」
の
左
、
画
面
最
上
段
に
位
置
す
る
６
「
祈
天
拝

山
」
も
当
然
、
縁
起
文
と
の
関
係
で
は
位
置
が
乱
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

─ 6 ─



は
、
道
真
が
高
山
に
登
り
天
道
へ
祭
文
を
捧
げ
る
場
面
の
空
間
性
ゆ
え
と
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
右
下
に
「
天
神
」
の
短
冊
形
と
と
も
に
雲
上
の
束
帯
坐
像
が

飛
来
す
る
（
水
際
で
は
な
く
、
網
敷
で
も
な
い
）
と
い
う
珍
し
い
図
様
・
７

《
雲
上
天
神
》【
図
7
】
の
付
加
が
あ
り
、
種
々
の
特
異
な
場
面
構
成
に
注
意
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

画
面
中
ほ
ど
の
１
「
羅
城
門
鬼
」
は
、
羅
城
門
を
通
り
か
か
っ
た
都
良
香
が
、

考
え
あ
ぐ
ん
で
い
た
詩
の
下
句
を
鬼
か
ら
授
か
る
場
面
で
、
そ
の
後
、
道
真
の

も
と
を
訪
れ
て
我
が
物
顔
で
詩
を
披
露
し
た
と
こ
ろ
鬼
の
付
句
と
見
破
ら
れ
、

良
香
が
面
目
を
失
う
場
面
が
や
や
右
下
に
描
か
れ
る
。
た
だ
、
鬼
に
対
面
す
る

人
物
に
添
え
ら
れ
た
短
冊
形
の
墨
書
「
紀
納
言
」
は
誤
り
で
、「
都
良
香
」
が

正
し
い
。
経
年
の
剥
落
で
短
冊
形
を
補
彩
・
補
筆
し
た
際
だ
ろ
う
、
５
「
長
谷

雄
嘆
」
の
場
面
が
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
人
物
名
を
混
同
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。

こ
の
段
は
「
時
平
笑
癖
」
と
と
と
も
に
「
日
本
我
朝
は
神
明
の
御
め
ぐ
み
こ

と
に
さ
か
り
な
り
」
で
始
ま
る
天
神
縁
起
の
乙
類
第
二
種
に
特
有
の
説
話
で
あ

る
。
先
述
の
「
和
束
本
」
に
付
属
す
る
詞
書
も
こ
の
系
統
で
、
乙
類
第
一
種
の

「
津
田
本
」（
津
田
天
満
神
社
蔵
、
永
仁
六
年
・
一
二
九
八
）
に
は
ま
だ
存
在
せ

ず
、
後
続
の
「
光
増
本
」（
も
と
絵
巻
、
永
徳
三
年
・
一
三
八
三
）
ま
で
の
間

に
乙
類
に
補
入
さ
れ
た
と
さ
れ
る（

（
（

。
絵
巻
の
現
存
作
例
と
し
て
は
「
光
信
本
」、

「
光
起
本
」（
い
ず
れ
も
北
野
天
満
宮
蔵
）
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、「
光
信
本
」

（
文
亀
三
年
・
一
五
〇
三
）
以
前
の
絵
画
化
に
つ
い
て
は
判
然
と
せ
ず
、
本
説

話
の
絵
画
化
が
確
認
で
き
る
「
和
束
本
」
は
、「
光
信
本
」
を
さ
か
の
ぼ
る
と

み
て
よ
い
唯
一
の
現
存
作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

で
は
、
詞
書
と
し
て
は
「
弓
射
妙
技
」
と
「
五
十
賀
祝
」（
第
一
幅
の
４
、

同
５
）
の
間
に
位
置
す
る
段
で
あ
る
「
羅
城
門
鬼
」
が
、
な
ぜ
「
和
束
本
」
で

は
第
二
幅
の
中
ほ
ど
へ
配
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か（

（
（

。

そ
れ
は
、
こ
の
場
面
と
並
ぶ
４
「
恩
賜
御
衣
」、
５
「
長
谷
雄
嘆
」
と
の
説

話
的
な
相
関
関
係
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
道
真
が
宮

中
の
重
陽
宴
で
詠
ん
だ
詩
が
素
晴
ら
し
く
、
帝
が
叡
感
の
あ
ま
り
自
ら
脱
い
だ

御
衣
を
与
え
た
こ
と
や
、
太
宰
府
で
詠
ん
だ
詩
が
白
楽
天
に
も
勝
る
と
評
さ
れ

た
と
述
べ
る
。
後
者
は
道
真
か
ら
太
宰
府
で
読
ん
だ
詩
を
集
め
た
『
後
集
』
が

中
納
言
紀
長
谷
雄
に
届
け
ら
れ
、
道
真
の
才
能
を
惜
し
み
、
深
い
嘆
き
が
述
べ

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
道
真
の
詩
人
、
文
人
と
し
て
の
神
通
力
を
印
象
付
け
る
１

「
羅
城
門
鬼
」
の
説
話
は
、
や
は
り
そ
の
卓
越
し
た
詩
才
を
述
べ
る
４
「
恩
賜

御
衣
」、
５
「
長
谷
雄
嘆
」
の
両
段
と
と
も
に
連
続
的
に
絵
解
き
す
る
ほ
う
が
、

プ
ロ
ッ
ト
と
し
て
の
特
徴
が
強
化
さ
れ
、
聴
き
手
側
へ
の
効
果
的
な
ス
ト
ー

リ
ー
の
浸
透
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
る
と
、
７
《
雲
上
天
神
》
と
呼
ん
だ
珍
し
い
図
様
の
付
加
も
、
右
の
よ
う

な
「
和
束
本
」
の
唱
導
的
志
向
に
起
因
す
る
も
の
と
理
解
で
き
は
し
な
い
だ
ろ

う
か
。「
祈
天
拝
山
」
の
段
の
趣
旨
に
つ
い
て
、

「
怨
を
報
」
じ
、「
世
界
の
災
難
」
を
支
配
す
る
天
神
道
真
の
存
在
を

帝
釈
天
（
さ
ら
に
い
え
ば
、
広
く
護
国
経
典
に
説
か
れ
て
い
る
天
部
の

仏
法
守
護
神
）
と
同
等
に
位
置
づ
け
て
、
こ
れ
よ
り
の
ち
の
縁
起
諸
段

に
お
け
る
怨
霊
の
活
動
と
北
野
天
満
宮
鎮
座
を
予
告
す
る
も
の
と
み
る

べ
き
で
、「
実
在
人
物
と
し
て
の
道
真
か
ら
神
と
し
て
の
道
真
の
顕
現

へ
」
と
い
う
縁
起
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
は
、
極
め
て
重
要
な
位
置
に

あ
る（

（
（

。

と
い
う
指
摘
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
７
《
雲
上
天
神
》
は
、
天
道
に
祭
文
を
昇
ら
せ

て
の
ち
、
生
身
の
ま
ま
道
真
が
神
霊
化
し
た
「
そ
の
時
」
を
画
面
上
に
可
視
化

し
た
も
の
と
み
れ
、
絵
解
き
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
た
「
和
束
本
」
に
ふ
さ
わ
し

い
作
画
構
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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都
ヲ
出
シ
始
ニ
ハ
、
三
界
火
宅
ヲ
、
無
由
事
ニ
思
テ
、
佛
道
ヲ
欣
セ
玉

ヒ
ケ
レ
ド
モ
、
配
所
ニ
下
テ
後
ハ
、
我
、
悪
神
ト
成
テ
、
怨
ヲ
報
ハ
ン

ト
被
思
食
ケ
リ
。
所
以
、
心
ハ
朝
夕
ニ
カ
ハ
リ
行
、
尚
是
、
凡
夫
ニ
似

同
シ
給
ヒ
ケ
ル
ニ
ヤ
、
一
切
ハ
心
之
所
作
也
、
願
ニ
随
ヒ
、
其
形
ヲ
ナ

ス
、
悪
行
ヲ
造
ラ
ン
ト
願
ハ
ズ
乎（

（
（

（
清
濁
、
句
読
点
を
加
え
、
一
部
表
記
を
改
め
た
、
以
下
の
引
用
同
じ
。）

右
に
引
い
た
の
は
、
甲
類
を
大
幅
に
改
編
し
た
丁
類
（
安
楽
寺
本
系
）
の
詞

書
で
、
そ
の
「
祈
天
拝
山
」
の
末
尾
に
独
自
に
増
補
さ
れ
た
詞
章
で
あ
る（

（
（

。
復

讐
を
誓
う
怨
霊
の
前
身
出
現
を
鮮
明
に
叙
述
す
る
劇
的
な
語
り
口
は
、
甲
類
や

乙
類
の
そ
れ
と
は
異
質
で
、
む
し
ろ
「
和
束
本
」
の
７
《
雲
上
天
神
》
絵
画
化

の
た
め
の
有
効
な
触
媒
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
え
ば
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。
い

や
、
掛
幅
形
式
の
「
和
束
本
」
が
絵
解
き
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
る
作
例
で
あ
っ

た
こ
と
を
改
め
て
思
え
ば
、
唱
導
色
の
濃
い
詞
章
に
よ
る
増
補
、
潤
色
を
特
徴

と
す
る
丁
類
詞
書
と
の
接
触
は
む
し
ろ
自
然
な
制
作
環
境
と
し
て
考
慮
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
丁
類
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
北
野
天
満
宮
か
ら
各
地
へ
、

そ
の
宣
教
に
派
遣
さ
れ
た
神
人
・
御
師
の
唱
導
台
本
に
用
い
ら
れ
、
あ
る
い
は
、

そ
の
人
々
に
よ
っ
て
、
各
地
の
天
満
宮
に
伝
播
さ
れ
た
も
の
と
」
み
ら
れ
、

「
絵
を
含
む
こ
と
が
な
く
、
耳
で
聴
聞
す
る
だ
け
で
も
深
い
感
動
を
催
す
べ
く
、

叙
述
は
詳
細
に
な
り
、
誇
張
さ
れ
た
物
語
的
表
現
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

」
と
さ
れ
る
。

三
こ
う
し
た
観
点
に
立
て
ば
、
第
二
幅
最
上
段
に
３
「
配
流
海
路
」、
最
下
段

に
２
「
配
流
陸
路
」
と
逆
転
、
分
断
さ
れ
た
作
画
構
想
に
つ
い
て
も
解
釈
の
糸

口
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
格
段
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
与
え
ら
れ
画
面
最

下
段
へ
配
さ
れ
た
２
「
配
流
陸
路
」
が
こ
こ
で
は
問
題
と
な
る
。

絵
巻
諸
作
例
の
「
配
流
陸
路
」
は
お
お
む
ね
、
道
真
が
乗
る
牛
車
と
そ
れ
を

囲
む
近
習
ら
、
お
よ
び
牛
車
を
後
方
か
ら
見
送
る
騎
乗
の
武
官
ら
の
姿
を
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
。
一
方
、「
和
束
本
」
で
は
館
の
門
塀
を
添
え
て
俯
瞰
的

に
と
ら
え
、
都
を
あ
と
に
悲
哀
の
旅
路
へ
赴
く
道
真
の
「
そ
の
時
」
を
演
出
す

る
。
そ
し
て
こ
の
場
面
描
写
に
は
、
牛
車
に
乗
る
道
真
の
姿
と
と
も
に
、
白
の

狩
衣
に
烏
帽
子
を
着
し
、
騎
乗
し
て
揃
い
並
ん
だ
公
達
四
人
に
対
し
て
も
、
観

者
の
十
分
な
注
意
を
差
し
向
け
よ
う
と
す
る
配
慮
が
う
か
が
わ
れ
る
。

公
達
ら
の
傍
ら
の
短
冊
形
は
、
ム
ラ
の
あ
る
白
色
が
か
ぶ
さ
り
墨
書
が
判
読

し
づ
ら
い
が
、
左
端
の
公
達
の
短
冊
形
だ
け
は
「
御
子
息
」
と
墨
書
が
な
ん
と

か
読
め
る
。
す
る
と
、
こ
の
公
達
ら
は
道
真
の
左
遷
に
と
も
な
い
配
流
さ
れ
た

四
人
の
子
息
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
異
色
の
場
面
描
写
、
作
画
構
想
へ
の
理
解

を
助
け
て
く
れ
る
の
が
、
や
は
り
丁
類
の
詞
書
「
紅
梅
別
離
」
の
段
の
冒
頭
に

み
ら
れ
る
独
自
の
増
補
で
あ
る
。

菅
丞
相
、
御
子
息
之
間
、
廿
三
人
坐
キ
、
男
子
四
人
ハ
、
同
四
方
ヘ
被

流
給
ヌ
。
残
十
九
人
ハ
、
妃
宮
ニ
テ
ソ
御
坐
ケ
ル
、
或
京
ニ
奉
留
メ
、

或
筑
紫
ヘ
奉
具
タ
マ
ヘ
リ
。
所
以
、
筑
紫
ヘ
下
リ
給
ヘ
ル
ハ
、
父
ニ
奉

副
事
ハ
、
ウ
レ
シ
ケ
レ
ド
モ
、
母
ニ
奉
別
事
ヲ
悲
ミ
、
京
ニ
留
リ
給
ヘ

ル
ハ
、
母
ニ
奉
副
事
ハ
、
ウ
レ
シ
ケ
レ
ド
モ
、
父
ニ
奉
別
事
ヲ
悲
ミ
給

ヘ
リ
。
責
テ
ノ
御
事
ニ
ハ
、
便
宜
ア
ラ
バ
、
必
消
息
ヲ
通
ゼ
ン
ト
、
契

セ
タ
マ
フ
バ
カ
リ
ゾ
、
自
ノ
御
ナ
グ
サ
ミ
也
ケ
ル
、
サ
ラ
デ
ハ
、
互
ノ

御
嘆
、
申
モ
中
〳
〵
愚
也（

（1
（

。

甲
、
乙
、
丙
類
で
は
簡
略
に
し
か
述
べ
ら
れ
な
い
、
配
流
に
よ
っ
て
引
き
裂

か
れ
る
妻
子
ら
の
悲
哀
を
強
調
す
る
右
の
よ
う
な
話
柄
は
、「
和
束
本
」
の
特

異
な
作
画
構
想
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る（

（1
（

。
つ
ま

り
第
二
幅
最
下
段
の
２
「
配
流
陸
路
」
は
、
第
一
幅
最
下
段
の
9
「
紅
梅
別
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離
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
包
含
し
た
場
面
描
写
と
考
え
る
べ
き
で
、
道
真
の
受
難

と
一
族
の
悲
哀
に
対
す
る
、
聴
き
手
側
の
一
段
の
情
緒
的
高
揚
を
誘
う
有
効
な

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
重
視
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
両
場
面
は
物
理
的
に
は
第
一
幅
、
第
二
幅
に
分
か
れ

る
も
の
の
、
実
際
の
絵
解
き
に
際
し
て
は
、
聴
き
手
か
ら
見
て
両
幅
の
最
下
段

で
並
列
し
、「
紅
梅
別
離
」
か
ら
「
配
流
陸
路
」
へ
と
い
う
詞
書
の
流
れ
に

沿
っ
た
連
続
性
を
確
保
し
た
掛
幅
本
独
自
の
空
間
構
想
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
２
「
配
流
陸
路
」
の
す
ぐ
上
方
に
は
８
「
安
楽
寺
葬
」
が
位

置
す
る
。
失
意
の
道
真
が
乗
る
牛
車
と
、
道
真
の
遺
骸
を
の
せ
簾
を
垂
ら
し
た

牛
車
を
近
接
さ
せ
た
対
比
的
描
写
も
、
物
語
前
半
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
劇
的

に
視
覚
演
出
（
絵
解
き
）
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
表
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
第

二
幅
に
お
け
る
２
「
配
流
陸
路
」
の
変
則
的
に
見
え
る
配
置
か
ら
は
、
こ
う
し

た
作
画
構
想
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

四
「
和
束
本
」
の
特
異
な
場
面
描
写
に
つ
い
て
、
続
い
て
第
三
幅
【
図
４
】
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
１
「
神
霊
化
来
」
に
つ
い
て
は
、
法
性
房
尊

意
の
も
と
を
道
真
の
神
霊
が
訪
れ
る
場
面
、
柘
榴
を
吐
き
か
け
炎
上
さ
せ
る
場

面
が
別
々
の
堂
内
で
の
出
来
事
と
し
て
描
き
分
け
ら
れ
る
絵
巻
諸
本
に
対
し
、

掛
幅
画
面
に
適
応
す
る
よ
う
簡
潔
な
異
時
同
図
に
よ
り
描
か
れ
特
徴
的
で
あ
る
。

ま
た
３
「
尊
意
渡
河
」
で
あ
る
が
、
絵
巻
諸
本
を
通
じ
て
描
写
内
容
に
大
き
な

違
い
が
み
ら
れ
な
い
場
面
だ
が
、「
和
束
本
」
は
疾
駆
す
る
牛
車
で
は
な
く
、

輿
に
よ
る
渡
河
を
描
く
点
が
珍
し
い
。
類
例
は
ご
く
ま
れ
で
、
官
見
の
限
り

「
岩
松
宮
本
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
を
知
り
う
る
の
み
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
く
。

次
に
、
５
「
公
忠
奏
上
」
で
あ
る
が
、
頓
死
し
た
右
大
弁
源
公
忠
が
、
時
平

の
讒
奏
に
対
す
る
醍
醐
天
皇
の
短
慮
を
、
閻
魔
王
宮
の
冥
官
ら
に
訴
え
る
道
真

の
姿
を
目
撃
し
、
蘇
生
し
て
の
ち
、
そ
の
様
子
を
醍
醐
天
皇
に
奏
上
す
る
場
面

で
あ
る
。
絵
巻
諸
例
で
は
、
蘇
生
し
た
公
忠
の
参
内
・
奏
上
の
態
を
描
く
類
型

的
な
場
面
描
写
が
通
例
で
あ
る
。「
和
束
本
」
に
も
そ
の
場
面
は
あ
り
、
さ
ら

に
、
い
ま
仮
に
６
《
冥
宮
直
訴
》
と
名
付
け
た
、
公
忠
が
目
撃
し
た
閻
魔
王
宮

で
の
様
子
を
絵
画
化
し
、
類
例
の
な
い
二
場
面
構
成
と
し
て
い
る
【
図
8
】。

事
蹟
の
展
開
を
追
う
の
み
な
ら
ず
、
詞
書
の
積
極
的
な
絵
画
化
を
進
め
る
点
で
、

や
は
り
「
和
束
本
」
な
ら
で
は
の
唱
導
性
を
重
視
し
た
作
画
構
想
が
認
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
第
四
幅
【
口
絵
１
】・【
図
５
】
に
つ
い
て
、
５
「
官
位
追
贈
」
を

と
り
あ
げ
る
。
一
条
天
皇
の
時
代
に
、
道
真
に
対
し
て
正
一
位
左
大
臣
、
つ
い

で
太
政
大
臣
と
二
度
の
官
位
追
贈
が
あ
り
、
二
度
と
も
天
神
の
託
宣
詩
が
下
さ

れ
る
奇
瑞
が
あ
っ
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
絵
巻
諸
例
で
は
、
安
楽
寺
に
参
詣

し
位
記
を
読
み
上
げ
る
勅
使
ら
の
姿
を
描
く
類
型
的
な
描
写
が
通
例
で
あ
る
が
、

「
和
束
本
」
は
そ
の
場
面
に
加
え
、
安
楽
寺
の
上
方
に
霞
を
広
く
か
け
て
大
き

な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
６
《
託
宣
詩
書
》
と
仮
称
を
付
し
た
も
う
一
場
面
を

付
加
す
る
【
図
９
】。
つ
ま
り
、
大
岩
が
亡
者
た
ち
の
身
を
挟
み
砕
く
責
め
苦

は
衆
合
地
獄
で
、
そ
の
上
方
に
は
「
天
神
」（
短
冊
形
墨
書
）
と
、
地
面
に
坐

し
て
筆
を
と
り
、
書
を
し
た
た
め
る
地
獄
の
亡
者
が
向
き
合
う
情
景
が
描
か
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
場
面
は
、「
日
蔵
巡
歴
」（
第
三
幅
の
9
）
の
六
道
巡
り
が
こ
こ
へ
紛
れ

込
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
こ
そ
丁
類
の
詞
書
に
よ
っ
て
絵
画
化
さ
れ
た

と
認
め
ら
れ
る
特
異
な
場
面
描
写
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

同
五
年
ニ
、
相
次
ギ
テ
、
正
一
位
大
政
大
臣
大
相
國
ト
ゾ
、
贈
ラ
セ
給

タ
リ
ケ
ル
、
是
ヲ
モ
、
石
面
ニ
彫
テ
、
御
廟
ノ
上
ニ
、
被
立
タ
リ
ケ
ル
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ト
カ
ヤ
。
此
時
ゾ
、
天
神
ノ
御
心
弱
テ
、
衆
合
地
獄
ニ
堕
タ
リ
ケ
ル
、

小
野
道
風
ヲ
招
テ
、
御
請
文
、
被
書
タ
リ
ケ
ル
。

　
（
託
宣
詩
略
す
）

ト
ゾ
、
被
書
タ
リ
ケ
ル
。
内
裏
ニ
被
候
ケ
ル
、
女
房
ノ
夢
ニ
、
見
ヘ
ケ

ル
コ
ト
ハ
、
菅
贈
大
相
國
ノ
請
文
ハ
、
手
跡
ヲ
撰
バ
レ
ン
ガ
為
、
衆
合

地
獄
ヨ
リ
、
道
風
ヲ
呼
出
シ
テ
、
誂
ヘ
テ
、
逢
セ
タ
ル
也
、
常
ニ
詠
ゼ

ン
人
ヲ
バ
、
毎
日
ニ
七
度
、
守
護
セ
ン
ト
ゾ
、
被
示
タ
リ
ケ
ル　
（
後
略（

（1
（

）

す
な
わ
ち
、
太
政
大
臣
が
追
贈
さ
れ
た
折
に
、
心
安
ら
い
だ
天
神
が
再
び
託

宣
詩
を
下
し
、
衆
合
地
獄
に
堕
ち
て
い
た
能
筆
の
小
野
道
風
を
呼
び
出
し
て
そ

の
詩
を
書
す
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
こ
の
御
請
文
は
、

ま
さ
し
く
道
風
の
筆
跡
と
わ
か
る
ほ
ど
の
書
で
あ
っ
た
と
い
う
。
縁
起
か
ら
物

語
へ
、
と
い
う
変
質
を
と
げ
て
ゆ
く
丁
類
詞
書
の
特
徴
を
よ
く
示
す
説
話
を
採

用
し
た
こ
の
場
面
描
写
は
、
第
三
幅
の
５
「
公
忠
奏
上
」
に
付
加
さ
れ
た
６

《
冥
宮
直
訴
》
と
と
も
に
、
絵
解
き
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
た
掛
幅
本
で
あ
る

「
和
束
本
」
ら
し
い
作
画
構
想
を
印
象
付
け
る
も
の
と
い
え
る
。

以
上
、「
和
束
本
」
に
お
け
る
特
異
な
場
面
描
写
に
つ
い
て
の
若
干
の
私
見

を
連
ね
た
。
従
来
か
ら
釈
然
と
し
た
解
釈
が
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
第
二
幅
の

場
面
描
写
、
配
置
を
中
心
に
、
四
幅
全
場
面
の
特
定
を
目
指
し
、
丁
類
詞
書
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
考
察
を
試
み
た
。
ま
た
、
事
蹟
の
展
開
を
追
う

の
み
な
ら
ず
、
唱
導
性
を
重
視
し
て
、
詞
書
の
絵
画
化
を
積
極
的
に
開
拓
し
よ

う
と
す
る
「
和
束
本
」
独
自
の
作
画
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
方
、
本
論
で
は
触
れ
え
な
か
っ
た
が
、
丁
類
縁
起
が
異
常
な
力
を
込
め
て

六
道
巡
り
を
語
る
「
日
蔵
巡
歴
」
の
段
は
、
い
た
っ
て
常
套
的
な
場
面
描
写

（
第
三
幅
の
9
）
で
済
ま
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
絵
解
き
に
よ
る
唱
導
性
に
支
え

ら
れ
た
「
和
束
本
」
の
作
画
構
想
と
し
て
は
、
逆
に
物
足
り
な
さ
が
残
る
と
こ

ろ
で
も
あ
る
が
、
丁
類
詞
書
と
密
接
に
関
わ
る
お
伽
草
子
「
天
神
の
本
地
」
へ

の
展
開
な
ど
も
視
野
に
、
享
受
層
、
制
作
背
景
の
考
究
か
ら
そ
の
解
釈
を
進
め

る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

さ
い
ご
に
、
天
神
縁
起
に
関
す
る
先
行
研
究
、
絵
巻
諸
本
の
場
面
描
写
等
へ

の
見
識
の
不
足
を
お
断
わ
り
す
る
と
と
も
に
、
大
方
よ
り
ご
教
示
を
切
に
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
る
。

註1	

和
束
本
：
絹
本
着
色
、
四
幅
、
各
一
四
九
・
五
×
八
六
・
〇
セ
ン
チ
、
京
都
府
指
定
文

化
財
。

2	

縁
起
の
場
面
呼
称
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
、
須
賀
み
ほ
『
天
神
縁
起
の
系
譜　

研

究
・
資
料
篇
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
っ
た
。

3	

「
和
束
天
神
縁
起
絵
」（
出
品
№
15
作
品
解
説
・
鈴
木
幸
人
）、『
天
神
さ
ま
の
美
術
―

菅
原
道
真
没
後
千
百
年
―
』（
東
京
国
立
博
物
館
、 

福
岡
市
博
物
館
、
大
阪
市
立
美
術

館
編
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
。

4	

「
絹
本
着
色
和
束
天
神
縁
起
」（
作
品
解
説
・
米
谷
優
）、『
京
都
の
文
化
財
第
一
〇

集
』（
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
）
所
収
。

5	

乙
類
と
「
羅
城
門
鬼
」
説
話
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

	

梅
津
次
郎
「
天
神
縁
起
絵
巻
―
津
田
本
と
光
信
本
―
」、『
美
術
研
究
』
一
二
六
号
、

一
九
四
二
年
。

	

村
上
学
「
神
道
集
巻
第
九
「
北
野
天
神
事
」
ノ
ー
ト
㈠
」、『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文

学
』
第
十
五
号
、
一
九
六
四
年
。

	

松
本
隆
信
「
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
㈣
：
本
地
物
の
成
立
と
北
野
天
神
縁
起
」、

『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
十
四
輯
、
一
九
七
七
年
。

	
黒
木
香
「
都
良
香
像
の
変
質
と
「
天
神
縁
起
」
―
鬼
の
付
句
を
め
ぐ
っ
て
―
」、『
国

文
学
攷
』
一
〇
四
号
、
一
九
八
四
年
。

	

真
保
亨
「
安
楽
寺
本
系
北
野
天
神
縁
起
に
つ
い
て
」、『
藝
叢
』
九
号
、
一
九
九
三
年
。

同
『
北
野
聖
廟
絵
の
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
四
年
）
所
収
。

	

な
お
「
光
増
本
」
に
つ
い
て
は
、『
北
野
文
叢
』
巻
二
十
二
（『
北
野
誌
』
地
、
北
野

神
社
社
務
所
編
、
明
治
四
十
三
年
）
所
収
の
「
天
神
記
」
参
照
。
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6	

後
述
す
る
丁
類
も
「
羅
城
門
鬼
」
を
所
載
す
る
系
統
だ
が
、
乙
類
と
は
挿
入
位
置
が

や
や
異
な
る
。「
五
十
賀
祝
」
と
「
菅
公
参
内
」
の
間
に
位
置
す
る
も
の
の
、
順
当
に

配
置
す
れ
ば
や
は
り
第
一
幅
中
に
お
さ
ま
る
場
面
で
あ
る
。

7	
武
居
明
男
「
Ⅰ 

北
野
天
神
縁
起
を
読
む 

史
実
と
伝
承
」、
同
編
『
天
神
縁
起
を
読

む
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
。

8	

筑
波
大
学
所
蔵
「
天
満
天
神
縁
起
」（
康
暦
二
・
一
三
八
〇
年
書
写
）
の
翻
刻
に
よ
る
。

『
室
町
時
代
物
語
大
成 

第
十
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）
所
収
。

9	

丁
類
は
ま
ず
国
文
学
の
見
地
か
ら
、「
聴
聞
」
の
た
め
に
、
絵
を
伴
わ
な
い
「
語
り

物
」
と
し
て
文
章
を
成
長
さ
せ
た
縁
起
で
、「
北
野
神
社
の
縁
起
」
か
ら
「
道
真
の
受

難
と
報
復
の
物
語
」
へ
と
諸
段
を
集
約
さ
せ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
（
前
掲
註
5
村

上
「
同
論
文
」）。
そ
し
て
祖
本
の
成
立
は
鎌
倉
時
代
末
期
以
降
、
十
四
世
紀
と
考
え

ら
れ
た
（
前
掲
註
5
松
本
「
同
論
文
」）。
そ
の
後
、
美
術
史
側
か
ら
は
、「
北
野
本
地

本
」（
諸
所
分
蔵
）
の
一
部
の
段
に
す
で
に
丁
類
の
詞
書
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
祖

本
成
立
は
十
三
世
紀
前
半
と
考
え
ら
え
る
こ
と
、
ま
た
丁
類
の
詳
細
な
六
道
の
描
写

が
「
承
久
本
」（
北
野
天
満
宮
蔵
）
の
克
明
な
絵
画
表
現
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
た
（
前
掲
註
5
真
保
「
同
論
文
」）。
な
お
近
年
に
か
け
て
は
丁
類
縁
起

と
そ
の
絵
画
化
を
め
ぐ
り
近
世
期
の
作
例
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
幸
人
「
菅
公

イ
メ
ー
ジ
の
変
容
と
系
譜
―
京
都
・
常
照
皇
寺
伝
来
の
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
に
つ
い

て
―
」、『
鹿
島
美
術
研
究
』、
年
報
第
二
十
三
号
別
冊
、
二
〇
〇
六
年
。
同
「
二　

近

世
に
お
け
る
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
の
制
作
」、
前
掲
註
7
竹
居
編
『
同
書
』
所
収
）。

10	

福
田
晃
「
天
神
縁
起
と
天
神
伝
説
」、『
神
話
の
中
世
』（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
七

年
）
所
収
。

11	

前
掲
註
8
『
同
書
』。

12	

丁
類
の
詞
書
で
は
「
安
楽
寺
葬
」
の
前
段
で
あ
る
「
菅
公
薨
去
」
に
も
、
道
真
の
死

に
直
面
す
る
妻
子
ら
（
特
に
姫
君
た
ち
）
の
悲
哀
を
強
調
す
る
大
幅
な
増
補
が
み
ら

れ
る
。

13	

前
掲
註
8
『
同
書
』。
な
お
、
延
慶
本
平
家
物
語
に
は
、
丁
類
詞
書
か
ら
本
説
話
を
取

り
込
ん
だ
章
段
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
小
番
達
「
延
慶
本
平
家
物
語
に

お
け
る
天
神
信
仰
関
連
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―
第
四
・
六
「
安
楽
寺
由
来
事
付
霊
験
無

双
事
」
形
成
過
程
の
一
端
―
」、『
中
世
文
学
』
五
十
三
巻
、
二
〇
〇
八
年
。

（
付
記
）�

画
像
掲
載
を
承
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
和
束
天
満
宮
の
ご
高
配
に
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

【図 １】和束天神略縁起（「北野天神縁起」下巻末）
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【図 ２】第一幅【図 ３】第二幅
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【図 ３】第二幅
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【図 ４】第三幅
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【図 ５】第四幅
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【図 6】【図 7】

【図 8】

【図 9】
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